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二上りおどり大会に参加しました！ 

８月１３日（木）に開催された福山夏まつり２０２６「二上

りおどり大会」に、「二
に

ＡＧＡＲＩ
あ が り

盛
もり

ＡＧＡＲＩ隊
あ が り た い

」として、

協会から３４人が参加しました。福山市古典芸能保存会の平山

会長、麻生さん、長岡さんから二上りおどりの指導をしていた

だきました。みんなで掛け声を合わせ

て、元気よく練習しました。踊りの足

運びと同時に四ツ竹を使うのは難し

そうでしたが、だんだんと上手になっ

ていきました。先生からの「一番大切なのは、楽しんで踊ることです！」

というアドバイスを受け、演舞会場のきたはま通りでは、法被を着て笑顔

で踊る姿が見られました。当日は天候が心配でしたが、無事開催され、外

国人の方に福山の文化を知ってもらうことができ、市民や様々な国の人と

の交流の場にもなりました。参加者からも「楽しかった！」「来年も参加し

たい！」との声がありました。 

 

 

 

 

 

 

国際ソロプチミスト福山（エスアイフクヤマ）

福山市三之丸町 8 番 16 号 福山ﾆｭｰｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ内 084-925-7399 

国際ソロプチミストローズ福山

福山市西町二丁目 10 番 1 号（084）982-8410  

ＪＦＥスチール株式会社西日本製鉄所

福山市鋼管町 1 番地（084）945-3118 

大和建設株式会社

福山市若松町 8 番 4 号（084）924-4411 

団体会員のご紹介！ 
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ふくやまで日本文化体験

ゆかたの着付け体験 事業報告 
 

7 月 26 日（日）、福寿会館にて「ゆかたの着付け体験」を開催しました！  

当日は講師などを含め、30 名を超える様々な国の方々にお集まりいただき、大変賑わいまし

た。講師に福山きもの学院の河原正子先生、武内開子先生、川田舞先生をお迎えし、参加者の皆さ

んは先生方の丁寧な指導のもと、楽しそうに着付けに挑戦しました。最後はご自身で着付けた浴衣

姿で、笑顔で写真撮影をされていました。 

着付け後の交流タイムでも、国際交流ならではのたくさんの笑顔が見られました。参加された方

からは「日本の文化に触れる貴重な体験ができた」など、多くの温かいお言葉をいただいておりま

す。 

ご参加くださった皆様、ご指導くださった先生方、本当にありがとうございました。 

今後も楽しい国際交流イベントを企画してまいりますので、またのご参加をお待ちしております。 
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外国にルーツをもつこどものための 

 「夏休み日本語チャレンジ教室」事業報告 
 

7 月 23 日（木）・26 日（日）・30 日（木）・8 月 6 日（木）会場：西部市民センター

7 月 21 日（火）・28 日（火）・8 月 2 日（日）・4 日（火）会場：まなびの館ローズコム 
コーディネーター：宮野 宏子さん（多文化共生マネージャー、協会団体会員、NGO ふくやま日本語教室「ともだちひろば」代表） 

 

 

外国にルーツをもつこどもを対象に、夏休みの

宿題をサポートする「夏休み日本語チャレンジ教

室」を開催しました。延べ 40 人のこどもと、延

べ 71 人の協会会員や高校生などのボランティア

が参加しました。ボランティアの皆さんと一緒

に、のびのびと勉強したり、話をしたり、久しぶ

りに友だちと再会したりと、嬉しそうなこどもた

ちの姿が見られました。 

今年度は、平日に加えて日曜日にも教室を開催し、これまで親の仕事などの都合で参加できな

かったこどもも参加することができました。 

ボランティアの方からは、「思った以上にこのボランティアで学べることが多くて楽しかった

です」「もっとたくさんの外国にルーツをもつこどもたちが過ごしやすいまちになってほしいと思

います」、保護者の方からは、「こどもは初めて会う人と勉強できて友だちになって良い経験にな

った」といった感想が寄せられました。こどもにとっても、ボランティアの皆さんにとっても、良

い経験になったようです。ボランティアの皆さん、ありがとうございました。 

 

外国にルーツをもつこどものための 

「冬休み日本語チャレンジ教室」ボランティア＆参加者募集！ 
 

夏休みに引き続き、冬休みの宿題をサポートする「冬休み日本語チ

ャレンジ教室」を開催します。ボランティアとして、一人で勉強する

ことが難しいこどもや、日本語のサポートが必要なこどもを一緒にサ

ポートしませんか？  

詳しくは、11 月中旬に次のページに掲載する予定です。ボランティ

アに興味がる方は、ぜひお申込みください。また、みなさんの身近に

対象となるこどもがいたら、ぜひ教えてあげてください。 

 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/fage/291382.html 

 

 

詳細 



ふくやま国際交流協会だより 第１３５号         4 

（11 月 2 日～） 

平家
へ い け

谷
だに

での交流会に参加しました 
 

 

6 月 24 日（水）に、当協会事務局員が、平家谷で開催

された交流会に参加しました。当日は、「平家谷おばちゃん

ガイド」の皆さんが工夫を凝らした「源平合戦」の紙芝居を

用いて、地域に受け継がれてきた歴史や文化を分かりやすく

紹介してくださいました。また、至誠中学校の生徒の皆さん

が、制作した英語による地域紹介の動画も見ました。 

交流の中で直接言葉を交わし、平家谷の皆さんの明るさや

積極性、そして地域の魅力を世界に発信しようとする熱意に

触れ、ふるさとへの誇りと国際的な視野が感じられ、大変印

象的でした。その後、至誠中学校へも立ち寄り、動画を制作

した生徒の皆さんとも意見交流をしました。 

 今回の交流を通じて、郷土への深い愛情と誇りに触れるとともに、地域の歴史や文化が世代を超

えて受け継がれていることを実感しました。ふくやま国際交流協会も、今後さらに地域と世界をつ

なぐ交流活動を進めていきたいと考えています。 
 

 

ふくやまで日本文化体験

「茶道体験」参加者募集 
 

秋の深まりとともに、日本の伝統文化にふれてみませんか？この度、外国人市民と協会会員の皆

様を対象とした「茶道体験」を開催いたします。 

 凛とした茶室の空間で、一服のお茶をいただきながら、国籍を超えた交流を楽しみましょう。 

 皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

【日  時】1１月 29 日（日）10:00～12:00 （受付：9:30～） 

【場  所】ふくやま美術館茶室（福山市西町二丁目 4 番 3 号） 

【講  師】増成
ますなり

 宗
そう

洋
よう

先生 

（一社茶道裏千家淡交会福山支部幹事長、協会ボランティア） 

【定  員】20 名程度  

【参 加 費】無料  

【申込期間】11 月 2 日（月）～11 月 20 日（金） 

【申込方法】二次元コードを読み取ってお申し込みください。 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/ques/questionnaire.php?openid=1871 
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詳細→ 

みんなの「居場所」・日本語サロン 
～ことばの壁を越えた仲間たち～ 

日本語サロン：小林先生より 

みなさん、初めまして or お久しぶりです、小林舞です。簡単に自己紹介

をすると、私は約 5 年前からふくやま国際交流協会が主催する日本語サロン

のコーディネーターを行っています。 

約 3 年前からは、中国語の通訳さんと 2 名体制で毎週金曜日の午後 3 時

30 分～5 時まで、国際サロンにて開催しています。今年の春から、福山市

立大学の大学院に入学し、日本語教育と教科学習をつなぐために何か出来な

いかと画策しています。 

毎週金曜日に開催している日本語サロンには、来日直後の方から日本に長く住んでいる方まで、

様々な背景を持つ 10 名ほどの方が集まります。 

私たちが大切にしているのは、どんな方にとってもここが安心できる「居場所」であること。例

えば、参加者がリラックスできるよう日本人の参加を私一人に限定したり、通訳の唐さんには学習

のサポートだけでなく「福山での生活の先輩」としてアドバイスをお願いしたりと、雰囲気作りを

工夫しています。 

「バレンタイン」をテーマにした時は、参

加者それぞれが愛する人へのメッセージを書

く活動をしました。ある方は娘さんに愛情を

伝えたり、ある方は友達に「大好き」と書い

たり。中国出身の方が書いたメッセージは日

本語だけど漢詩のように素敵でした。それら

を全員の前で発表することで、年齢や背景な

どが反映された、多様な日本語に触れること

ができました。これは私が AI を駆使しても作

れない、とても真正性の高い日本語教材で

す。グループ学習の良さが出る瞬間ですね。 

また、時には高校生が授業の一環で交流に来ることもあります。高校生にとっては多文化共生を

学ぶ機会となり、サロンの参加者にとっても、普段とは違う世代の日本語に触れる良い機会になっ

ています。 

この秋、福山市立大学教育学部林原研究室主催で、常設のこどもの日本語

教室がスタートすることになりました。外国にルーツを持つ小学生から高校

生までが対象で、誰でも無料で参加できます。皆さんの周りや会社に対象に

なりそうなお子さんがいらっしゃいましたら、ぜひお声がけください！ 

 

私がいつも願うのは、「日本語で過ごす時間が、1 分 1 秒でも楽しくなってほしい」というこ

とです。日本語が「できる／できない」で人を分けるのではなく、ここに来れば「共に楽しい時間

を過ごす仲間」がいる。これからも、そんな温かい場所を福山で作っていきたいと思っています。 
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自然と産業の共存を進める都市 韓国の浦項市！  

 

 

 

 

 

 

アンニョンハセヨ（こんにちは）、浦項市派遣職員の李（イ）です。福山の親善友好都市の一つで

ある浦項市は韓国で最も早く日の出を迎える街ですし、新産業も推進している都市です。今回は浦

項市の名所と新産業についてご紹介いたします！ 

 

虎尾串（ホミゴッ） 

韓半島の東端に位置する虎尾串はその形が虎の尾に似ていること

から 虎尾串（ホミゴッ）と名付けられました。ここは、壮麗な日の

出の名所としても知られ、毎年元旦には多くの観光客が初日の出を

見に訪れます。この地域の最も象徴的なランドマークは、「共生の手」

と呼ばれる造形物です。新しい千年の幕開けを記念し、設置されたこ

のモニュメントは 海の中の右手と陸地の左手のペアで構成されて

おり、調和と共生のメッセージを象徴しています。周辺には虎尾串灯

台、国立灯台博物館、ミレニアム記念館などもあり、自然と歴史の魅

力を一度に満喫することができます。 
 

スペースウォーク（Space Walk）  

スペースウォークは韓国国内で初めて、かつ最大規模の体験型モ

ニュメントで、鉄で描かれた優雅な曲線美と、夜空を彩る照明が 調

和し、「鉄と光の都市・浦項」を象徴するランドマークです。360 度

に広がる絶景を見渡せば、浦項の美しい風景、製鉄所のきらびやかな

夜景そして迎日湾に昇る朝日や沈む夕日まで、この地ならではの壮

観な自然と都市の光景を一望することができます。 

 

 

バッテリー産業 

50 年にわたる鉄鋼産業の基盤をもとに浦項は次世代バッテリー

産業のリーダーとして注目を集めています。エコプロや POSCO フ

ューチャーエムなどのグローバル企業のある浦項では、電気自動車

用バッテリーのリサイクルクラスターや自動評価センターなど、国

家の中核事業が活発に展開されています。さらに、持続可能な成長を

目指すグローバル・イノベーション地区の造成も進められており、浦

項は環境にやさしいエネルギー産業の中心地へと飛躍しています。 

MICE 産業  

浦項は豊富な産業インフラと美しい海洋環境を兼ね備えた MICE

開催地 としてポテンシャルが高い都市です。2026 年に完成予定の

浦項国際展示コンベンションセンター（POEX）を中心に、国際会議

の複合エリアの整備を進めており、鉄鋼・バッテ リーなどの地域産

業や海洋資源、大学・研究機関と連携した特色ある MICE イベント

を継続的に開発しています。また、環境に配慮した未来志向のテーマ

会議の誘致を通じて、浦項ならではの独自性を備えた MICE 産業モ

デルの構築を目指しています。 
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（10 月 26 日～） 

国際（ウクライナ）料理教室を開催します！ 

～楽しく料理しましょう！～ 
 

1０月２６日（月）に国際（ウクライナ）料理教室を開

催します。ウクライナ出身のセメネンコハンナさんが、ウ

クライナのクレープを教えてくれます。 

みんなで、お話しをしながら、ウクライナの家庭料理を

作って、味わって、楽しく国際交流をしましょう。ぜひ、

ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

英語による講演会を開催します！ 

My Life in Fukuyama: 

A Filipino Teacher’s Journey in Hiroshima 

フィリピン出身で福山の私立小学校で教えている、Marie
マ リ ー

 Joy
ジョイ

 Resurreccion
レ ズ レ ク シ オ ン

さ

んの英語による講演会を開催します。日本へ来たきっかけ、福山市での暮らし、

フィリピンと日本の文化の違い、小学校教員としての経験についてお話ししま

す。また、福山の好きなところや、日本での生活を通して学んだことも紹介しま

す。ぜひご参加ください。 
 

【日時】11 月 21 日（土）9:30～11:30 （受付：9:00～） 
【参加費】無料 

【会場】大和建設まちテラスふくやま 大会議室（前面） 

福山市草戸町５丁目１２−２４ 

 ※駐車場は 2 時間まで無料です。できるだけ公共交通機関でお越しください。 

【定員】40 人（会員優先） 

【申込方法】10 月 26 日（月）～11 月 11 日（水）の間に、 

次の URL からお申し込みください。 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/ques/questionnaire.php?openid=1883 

※電話、メール、窓口の受付は行いません。 

※定員を超えた場合は、抽選を行います。抽選の場合は、ふくやま国際交流協会の会員を優先 

しますので、ご了承ください。参加の確認メールを 11 月 17 日（火）までに送る予定です。 

【主催】フレンドシップ フォース瀬戸内・ひろしま/ふくやま国際交流協会 

【日時】10 月 26 日（月）10:00～14:00 （受付：9:30～） 
【場所】西交流館 実習室（福山市西町一丁目 19 番 2 号） 

【参加費】外国人市民・ふくやま国際交流協会会員 700 円 

一般 1,000 円 

【申込期間】10 月 14 日（水）まで 

【申込方法】二次元コードを読み取って、お申し込みください。 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/ques/questionnaire.php?openid=845 

【持参物】参加費・エプロン・三角巾・マスク・食器拭き用タオル 

 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/ques/questionnaire.php?openid=845
https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/ques/questionnaire.php?openid=845
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中国語のおしゃべり会（交流）報告書 
 

９月１１日（金）、まなびの館ローズコムにて「中国語のおしゃべり会」を開催し、中国語と日

本語の両サロンから 11 名が参加しました。 

この日の目標は、ずばり「中国語でしゃべること」。まずは自己紹介から始まりましたが、数字

を使ったゲームやクイズが始まると会場は一気にヒートアップ！初めは緊張気味だった参加者もペ

アで協力し、覚えたての言葉で一生懸命に伝えようとする姿がとても印象的でした。会場は終始、

笑顔と活気にあふれていました。 

参加者からは「とても面白かった、また参加したい」「話す良い機会になった」といった喜びの

声に加え、「勉強の楽しさを実感した」との感想も寄せられ、大好評のうちに終了。言葉の壁を越

え、心を通わせたこの交流会は、まさに多文化共生の架け橋となりました。今後も、地域における

国際交流の輪を広げる活動を続けてまいります。 
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【問合せ・申込先】 

〒720-8501 福山市東桜町 3-5 

ふくやま国際交流協会（福山市役所多様性社会推進課内） 
電話：084-928-1002 FAX：084-927-3897 

E - m a i l：kokusai@city.fukuyama.hiroshima.jp 

ホームページ：https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/fage/ 

Facebook ：「@fukuyama.fage」と入力してください！ 

 


